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え
る
企
画
展〝
芝
川
邸
と
武
田
五
一
展
〟

を
一
九
九
六
年
に
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

私
は
企
画
展
向
け
の
パ
ネ
ル
や
図
録
を

作
成
す
る
中
で
、
藤
井
が
一
八
九
九
年

創
立
で
黎
明
期
に
あ
っ
た
竹
中
工
務
店

に
最
初
の
東
京
帝
国
大
学
卒
業
の
学
士

と
し
て
一
九
一
三
年
入
社
し
設
計
組
織

の
基
礎
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
、
武
田
が

一
九
二
〇
年
京
都
帝
国
大
学
建
築
学
科

創
設
時
に
講
師
と
し
て
藤
井
を
招
聘
し

た
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、

和
と
洋
が
組
み
合
わ
さ
れ
た「
芝
川
邸
」

や
藤
井
の
第
五
回
目
の
自
邸「
聴
竹
居
」

（
P
37
参
照
）
の
存
在
を
通
じ
て
明
治
生

ま
れ
の
建
築
家
た
ち
が
西
欧
化
・
近
代

化
の
時
代
と
格
闘
し
た
事
実
を
知
っ
た

こ
と
が
大
き
か
っ
た
。

　
一
九
二
八
年
に
建
て
ら
れ
た
「
聴
竹

居
」
を
ど
う
し
て
も
実
物
を
見
た
い
と

思
っ
て
い
た
時
、
偶
然
に
も
三
重
県
立

美
術
館
主
催
の
〝
二
〇
世
紀
日
本
美
術

再
見 

Ⅱ 

一
九
二
〇
年
代
展
〟
が
企
画

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
企
画
展
の
建
築

コ
ー
ナ
ー
で
メ
イ
ン
と
な
る
「
聴
竹
居
」

の
展
示
に
ビ
デ
オ
や
模
型
製
作
で
個
人

的
に
協
力
し
た
こ
と
が
端
緒
と
な
り
、

一
九
九
六
年
の
夏
に
担
当
学
芸
員
と
共

に
現
地
へ
初
め
て
訪
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。
出
逢
う
や
否
や
私
は
和
と
洋
が
融

合
さ
れ
た
モ
ダ
ン
な
佇
ま
い
や
真
夏
で

も
涼
し
い
な
ど
、「
聴
竹
居
」
の
不
思

議
な
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
一
九
九
八
年
に
は
藤
井
家
と
の

「
聴
竹
居
」と
の
出
会
い

―
阪
神
淡
路
大
震
災

　
一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
早
朝
に
発

生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
多
く

の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、
同
時
に
見
慣

れ
た
神
戸
の
建
物
や
風
景
の
多
く
も
失

わ
れ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
兵
庫
県
西
宮
市

甲
東
園
に
あ
っ
た
武＊

１

田
五
一
が
設
計
し

一
九
一
一
年
に
建
て
ら
れ
た「
芝＊

２

川
邸
」

（
二
〇
〇
七
年
博
物
館
明
治
村
に
移
築
）
も
半

壊
し
た
。
当
時
、
私
は
武
田
五
一
の
こ

と
も
「
芝
川
邸
」
の
こ
と
も
全
く
知
ら

な
か
っ
た
が
、
竹
中
工
務
店
大
阪
本
店

設
計
部
の
有
志
と
神
戸
大
学
の
学
生
に

よ
る
移
築
の
た
め
の
実
測
調
査
に
加
わ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
実
測
調
査
の
成
果
を
広
く
社
会

に
紹
介
し
大
震
災
と
文
化
財
保
護
を
考

個
人
的
な
繫
が
り
が
持
て
た
の
で
あ
る
。

  

「
聴
竹
居
」
は
一
九
九
九
年
末
に
空

家
と
な
っ
た
。
そ
の
機
会
を
生
か
し
て

将
来
の
維
持
保
全
に
必
要
な
図
面
作
成

の
た
め
、
さ
ら
に
「
聴
竹
居
」
の
魅
力

を
解
き
明
か
そ
う
と
の
思
い
で
、
二
〇

〇
〇
年
に
藤
井
の
後
輩
に
あ
た
る
竹
中

工
務
店
大
阪
本
店
設
計
部
の
有
志
で

二
〇
〇
〇
年
に
実
測
調
査
を
行
う
こ
と

を
決
め
実
行
に
移
し
た
（
二
〇
〇
一
年
三

月
『
聴
竹
居
実
測
図
集
』
彰
国
社
刊
）。
時
を

同
じ
く
し
てd

＊
３

ocom
om

o

の
日
本
支

部
が
一
九
九
九
年
に
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ

ム
建
築
を
代
表
す
る
最
初
の
二
〇
選
の

ひ
と
つ
に
「
聴
竹
居
」
を
選
定
、
翌
二

〇
〇
〇
年
に
は
同
展
覧
会
が
全
国
各
地

で
開
催
さ
れ
、「
聴
竹
居
」
が
社
会
的

認
知
度
を
高
め
て
い
く
。
さ
ら
に
『
聴

竹
居
実
測
図
集
』
を
書
店
で
偶
然
手
に

一番身近な存在である住宅建築の大切さやその本質には
普段なかなか気がつかないものだ。
私自身も1995年の阪神淡路大震災を経験していなければ、
約百年前の住宅建築「聴竹居」と出逢い、そして藤井厚二の
“日本の住宅”という思想を知ることはなかったのである。

「聴竹居」の不思議な魅力に導かれて。

藤
井
厚
二
が
「
聴
竹
居
」
で
暮
ら
し
た
四
〇
代
半
ば

頃
の
家
族
写
真
。読
書
室
と
名
付
け
ら
れ
た
個
室
に

は
、藤
井
自
身
と
子
ど
も
の
造
り
付
け
の
勉
強
机
や

本
棚
な
ど
、家
族
の
暮
ら
し
の
痕
跡
も
残
っ
て
い
る
。

ま
つ
く
ま
・
あ
き
ら
／
一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま

れ
。
北
海
道
大
学
卒
。
竹
中
工
務
店
設
計
本
部
所

属
。
聴
竹
居
倶
楽
部
代
表
理
事
、八
木
邸
倶
楽
部

代
表
、後
山
山
荘
倶
楽
部
共
同
代
表
、竹
中
大
工
道

具
館
評
議
員
、住
宅
遺
産
ト
ラ
ス
ト
監
事
。設
計
業

務
の
傍
ら
近
代
建
築
の
保
存
活
用
や
建
築
展
に
数

多
く
携
わ
る
。
著
書
『
聴
竹
居 

藤
井
厚
二
の
木
造

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
』平
凡
社
、『
聴
竹
居 

発
見
と
再

生
の
22
年
』（
ぴ
あ
関
西
）。「
聴
竹
居
」
の
活
動
で

日
本
建
築
学
会
賞
・
業
績
賞
受
賞
。

さ
れ
た
八
木
重
一
さ
ん
が
私
と
繫
が
り
、

二
〇
〇
三
年
に
人
知
れ
ず
遺
っ
て
い
た

「
八
木
市
造
邸
」（
P
6
参
照
）
を
訪
れ

る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

藤
井
厚
二
の

「
日
本
の
住
宅
」と
い
う
思
想

 

 

「
聴
竹
居
」を
設
計
し
た
建
築
家
・
藤
井

厚
二
は
、現
在
の
広
島
県
福
山
市
に
素

封
家
の
次
男
と
し
て
一
八
八
八
年
に
生

ま
れ
て
い
る
。一
八
八
七
年
生
ま
れ
の

世
界
的
な
建
築
家
の
ル＊

４
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ

エ
と
は
ひ
と
つ
違
い
、長
生
き
し
た
建

築
家
・
村

＊
５

野
藤
吾
の
三
歳
年
上
だ
。
一

九
一
三
年
、東
京
帝
国
大
学
工
学
科
建

築
学
科
を
卒
業
し
当
時
神
戸
に
あ
っ
た

建
設
会
社
の
竹
中
工
務
店
に
入
社
す
る
。

近
代
建
設
業
へ
の
飛
躍
の
途
に
あ
っ

た
竹
中
で
は
、大
阪
朝
日
新
聞
社
な
ど

主
に
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
設
計
を
手
掛
け

設
計
組
織
の
基
礎
を
つ
く
る
が
、わ
ず

か
六
年
足
ら
ず
の
在
籍
の
の
ち
退
社
す

る
。そ
の
後
、一
九
一
九
年
か
ら
二
〇
年

に
か
け
て
の
約
九
か
月
間
、私
費
で
ア

メ
リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、フ
ラ
ン
ス
、ベ
ル

ギ
ー
、イ
タ
リ
ア
、ス
イ
ス
を
巡
り
、当

時
の
日
本
で
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
と
比

較
し
て
近
代
化
が
遅
れ
て
い
た
住
宅
と

そ
の
設
備
を
中
心
に
視
察
し
て
帰
国
す

る
。当
時
、第
一
次
世
界
大
戦
は
終
結
し

て
い
た
が
、世
界
中
で
ス
ペ
イ
ン
風
邪

が
大
流
行
し
て
い
た
時
期
に
重
な
る
。
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か
ら
を
考
え
て
い
く
う
え
で
、
こ
こ
百

年
間
に
建
て
ら
れ
た
近
現
代
の
住
宅
遺

産
の
存
在
は
極
め
て
重
要
だ
。
住
宅
建

築
は
文
化
・
経
済
・
社
会
、
個
々
人
の

価
値
観
な
ど
、そ
の
時
代
を
写
す
鏡〝
生

き
証
人
〟
と
し
て
存
在
し
て
き
た
か
ら

だ
。
そ
う
し
た
住
宅
建
築
を
「
聴
竹

居
」
の
よ
う
に
い
わ
ば
博
物
館
、
つ
ま

り
住
ま
い
を
テ
ー
マ
に
時
代
を
記
憶
し

た
〝H

ouse M
useum

”
と
し
て
公
開

し
活
用
す
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

　
し
か
し
、優
れ
た
住
宅
を
次
代
に
遺

し
て
い
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。日

常
の
維
持
管
理
の
み
な
ら
ず
固
定
資
産

税
や
相
続
税
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
く

る
か
ら
だ
。「
聴
竹
居
」の
よ
う
に
個
人

財
産
か
ら
企
業
財
産
に
移
行
さ
せ
た
う

え
で
重
要
文
化
財
に
指
定
し
地
元
中
心

の
一
般
社
団
法
人
聴
竹
居
倶
楽
部
で
公

開
す
る
活
動
や
、名
作
住
宅
を
中
心
に

土
地
だ
け
で
は
な
く
建
物
そ
の
も
の
の

価
値
を
認
め
更
地
売
却
で
は
な
い
住
宅

遺
産
の
継
承
を
所
有
者
に
寄
り
添
い
な

が
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
一＊

６

般
社
団
法
人
住

宅
遺
産
ト
ラ
ス
ト
の
活
動
な
ど
、様
々

な
動
き
が
こ
こ
十
年
活
発
化
し
て
い
る

が
、経
済
至
上
主
義
の
現
代
社
会
の
趨

勢
に
抗

あ
ら
が
う
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。

　
藤
井
は
著
書
の
中
で
“
其
の
国
の
建

築
を
代
表
す
る
も
の
は
住
宅
建
築
で
あ

る
”
と
の
名
言
を
遺
し
て
い
る
。

　
藤
井
が
「
聴
竹
居
」
を
通
し
て
伝
え

よ
う
と
し
た
“
日
本
の
住
宅
”
と
い
う

九
二
九
年
に
ま
と
め
、さ
ら
に
一
九
三

〇
年
に
は
、理
論
書『
日
本
の
住
宅
』と

こ
の
図
案
集
を
合
体
さ
せ
た
英
語
版
の

『T
H

E
 JA

PA
N

E
SE

 D
W

E
LLIN

G
-

H
O

U
SE

』を
著
し
、“
日
本
の
住
宅
”の

素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し

て
い
る
。一
九
三
〇
年
竣
工
の「
八
木
市

造
邸
」を
は
じ
め
約
五
〇
の
住
宅
を
設

計
し
た
が
、一
九
三
七
年
に
完
成
し
た

京
都
の
中
田
邸「
扇
葉
荘
」が
遺
作
と
な

る
。一
九
三
八
年
七
月
十
七
日
没
。享
年

四
九
。京
都
嵯
峨
野
・
二
尊
院
に
あ
る
自

ら
病
床
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
墓
所
に
眠
る
。

日
本
の
住
宅
の
近
代
化
に
生
涯
を
捧
げ

た
藤
井
が「
聴
竹
居
」に
住
ん
で
わ
ず
か

十
年
で
あ
っ
た
。

藤
井
が
遺
し
た
名
言

 〝
其
の
国
を
代
表
す
る
建
築
は

住
宅
建
築
で
あ
る
〟

　
今
か
ら
百
年
前
の
大
正
の
終
わ
り
か

ら
昭
和
の
初
め
は
、
明
治
初
め
か
ら
の

西
欧
化
・
近
代
化
を
終
え
て
、
よ
う
や

く
日
本
の
建
築
家
た
ち
が
“
日
本
人
の

た
め
の
住
宅
”
を
求
め
て
住
宅
改
良
・

改
善
に
取
り
組
ん
だ
時
代
で
あ
り
、
今
、

私
た
ち
が
目
に
し
て
い
る
住
宅
建
築
の

ル
ー
ツ
（
源
流
）
が
誕
生
し
た
時
代
だ
。

藤
井
の
著
書
『
日
本
の
住
宅
』
と
自
邸

「
聴
竹
居
」
は
そ
の
代
表
格
の
ひ
と
つ

と
言
え
る
。

　
今
、
日
々
創
り
続
け
ら
れ
、
ま
た
、

今
後
創
ら
れ
て
い
く
住
宅
建
築
の
こ
れ

思
想
は
、
西
欧
の
直
輸
入
や
和
洋
折
衷

や
同
時
代
を
生
き
た
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
な

ど
が
提
唱
し
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ス
タ
イ
ル
と
は
異
な
り
、
日
本
の

気
候
風
土
や
日
本
人
の
感
性
に
適
応
し

た
日
本
人
の
た
め
の
住
宅
建
築
を
近
代

化
し
よ
う
と
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
試
み

だ
。
日
本
の
豊
か
な
四
季
が
生
ん
だ
茶

や
花
を
楽
し
む
生
活
文
化
の
大
切
さ
や

自
然
を
感
じ
る
住
ま
い
の
大
切
さ
に
も

気
付
か
せ
て
く
れ
る
。

 

「
聴
竹
居
」
だ
け
は
モ
デ
ル
住
宅
と
し

て
建
築
家
・
藤
井
の
個
性
を
表
出
す
る

デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
が
、
藤
井

が
真
に
求
め
た
の
は
、「
八
木
市
造
邸
」

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
“
日
本
の
住
宅
は

壮
大
で
感
動
的
な
様
子
は
持
た
な
い
。

た
だ
、
見
る
も
の
全
て
に
慕
わ
れ
る
よ

う
な
魅
力
が
あ
る
”
と
し
て
、
板
張
り

と
漆
喰
の
外
壁
、
瓦
を
乗
せ
た
屋
根
と

深
い
軒
や
庇

ひ
さ
し
、
生
垣
な
ど
に
よ
る
極
め

て
お
と
な
し
い
外
観
、
椅
子
座
と
床
座

（
畳
）
を
共
存
さ
せ
、
最
新
鋭
の
家
電
を

と
り
い
れ
た
“
ふ
つ
う
の
住
宅
”
だ
っ

た
の
で
あ
る
。あ
く
ま
で
最
新
鋭
の“
ふ

つ
う
”
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
二
〇
世
紀
の
日
本
を
代
表
す
る
世
界

文
化
遺
産
候
補
と
し
て
二
〇
一
七
年
十

二
月
に
〝
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
”

（
日
本
イ＊
７コ

モ
ス
委
員
会
選
定
）
に
住
宅
と

し
て
唯
一
選
ば
れ
た
「
聴
竹
居
」
は
、

二
〇
世
紀
の
日
本
を
代
表
す
る
世
界
的

な
住
宅
遺
産
と
し
て
、
歴
史
と
文
化
が

蓄
積
さ
れ
た
大
山
崎
町
と
一
体
と
な
っ

て
“
日
本
の
住
宅
”
の
魅
力
を
世
界
へ

発
信
し
続
け
る
だ
ろ
う
。
藤
井
が
設
計

し
た
住
宅
は
約
百
年
経
つ
今
も
京
都
を

中
心
に
関
西
に
い
く
つ
も
遺
さ
れ
て
い

て
、「
聴
竹
居
」
を
ハ
ブ
に
し
て
そ
う

し
た
住
宅
の
所
有
者
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
で
き
つ
つ
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
て
い
る
昨
今
、
奇

し
く
も
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
と
し
て
住
宅
の

大
切
さ
が
見
直
さ
れ
て
き
て
は
い
る
が
、

ま
ず
は
、
現
地
を
訪
れ
て
藤
井
の
“
日

本
の
住
宅
”
を
体
感
し
、
さ
ら
に
百
年

後
の
“
日
本
の
住
宅
”
に
思
い
を
は
せ

て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

＊
１
…
た
け
だ
・
ご
い
ち
。（
一
八
七
二
―
一
九
三
八
）備

後
福
山（
現
・
広
島
県
福
山
市
）生
ま
れ
。「
関
西
建
築

界
の
父
」と
も
言
わ
れ
、ア
ー
ル・ヌ
ー
ボ
ー
、セ
セ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
、欧
州
デ
ザ
イ
ン
の
潮
流
を
日
本
に
紹
介
す
る
。

＊
２
…
武
田
五
一
に
よ
る
設
計
。
木
造
二
階
建
て
。
延

べ
床
面
積
三
三
〇
m2
。ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
の
デ
ザ
イ
ン

を
取
り
入
れ
、煉
瓦
の
煙
突
を
も
つ
和
洋
の
伝
統
を

融
合
し
た
関
西
を
代
表
す
る
近
代
洋
風
建
築
。

＊
３
…
モ
ダ
ン
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
か
か
わ
る
建
物
と
環

境
形
成
の
記
録
調
査
お
よ
び
保
存
の
た
め
の
国
際
組

織
の
日
本
支
部
。日
本
の
近
代
建
築
の
再
評
価
と
取

り
壊
し
予
定
の
近
代
建
築
の
保
存
活
動
を
行
う
。

＊
４
…Le C

orbusier

（
一
八
八
七
―
一
九
六
五
）ス
イ

ス
生
ま
れ
。モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
礎
を
築
い
た
二
〇

世
紀
を
代
表
す
る
建
築
家
。ア
ト
リ
エ
で
学
ん
だ
前

川
國
男
、坂
倉
準
三
、吉
阪
隆
正
を
は
じ
め
、日
本
の

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

＊
５
…
む
ら
の
・
と
う
ご（
一
八
九
一
―
一
九
八
四
）佐
賀

県
東
松
浦
郡（
現
・
唐
津
市
）生
ま
れ
。戦
前
戦
後
を

通
じ
、古
典
か
ら
モ
ダ
ニ
ズ
ム
、和
風
ま
で
様
々
な
建

築
様
式
を
取
り
入
れ
た
独
自
の
作
風
で
評
価
さ
れ
る
。

＊
6
…
二
〇
一
三
年
設
立
。貴
重
な
住
宅
建
築
と
地
域

の
記
憶
景
観
を
保
存
、継
承
を
目
的
と
し
、「
住
宅
」

を
「
遺
産
」
と
し
て
後
世
に
継
承
す
る
文
化
の
啓
蒙

と
普
及
、住
み
継
ぐ
た
め
の
仕
組
づ
く
り
を
行
う
。

＊
7
…
一
九
六
五
年
設
立
。
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議

（International C
ouncil on M

onum
ents and 

Sites/IC
O

M
O

S

）の
略
称
で
、文
化
遺
産
保
護
に
関

わ
る
N
G
O
。

　
帰
国
後
の
一
九
二
〇
年
に
創
設
さ
れ

た
京
都
帝
国
大
学
建
築
学
科
に
招
か
れ

て
教
鞭
を
と
っ
た
藤
井
は
建
築
環
境
工

学
に
い
ち
早
く
取
り
組
ん
だ
。
一
九
二

三
年
の
関
東
大
震
災
の
惨
状
を
三
週
間

後
に
視
察
、
よ
り
一
層
“
日
本
と
い
う

気
候
風
土
”
を
強
く
意
識
し
た
藤
井
は
、

代
表
的
な
著
書
『
日
本
の
住
宅
』
を
一

九
二
八
年
に
発
行
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

緒
言
に
続
き
、
和
風
住
宅
と
洋
風
住
宅
、

気
候
、
設
備
、
夏
の
設
備
、
趣
味
の
五

つ
の
章
で
構
成
さ
れ
た
建
築
環
境
工
学

の
最
初
期
の
理
論
書
と
し
て
有
名
。
明

治
維
新
以
降
の
欧
化
・
近
代
化
政
策
で

盲
目
的
に
欧
米
の
模
倣
を
推
し
進
め
た

結
果
、
和
洋
折
衷
と
日
本
の
伝
統
が

た
だ
雑
然
と
混
交
し
て
い
る
生
活
様
式
、

さ
ら
に
、
欧
米
化
す
る
住
宅
を
文
化
住

宅
と
信
じ
て
忠
実
に
模
倣
す
る
よ
う
な

時
代
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
時
代
に
“
彼

我
の
歴
史
人
情
風
俗
習
慣
及
び
気
候
風

土
を
対
比
せ
ば
、
総
て
非
常
に
相
違
の

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
”
と
の
疑
問

を
持
っ
た
藤
井
は
、
そ
の
責
任
は
建
築

家
に
あ
る
と
し
た
う
え
で
、“
我
々
は

我
国
固
有
の
環
境
に
調
和
し
、
其
の
生

活
に
適
応
す
べ
き
真
の
日
本
文
化
住
宅

を
創
成
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
”
と
本
書

執
筆
の
意
義
を
緒
言
に
記
し
て
い
る
。

　
藤
井
は
建
築
環
境
工
学
に
よ
る
住
宅

研
究
と
実
践
の
完
成
形
を「
聴
竹
居
」で

実
現
し
、そ
の
成
果
を
図
面
と
写
真
と

解
説
か
ら
な
る『
聴
竹
居
図
案
集
』を
一

日本の住宅は、見るもの全てに慕われる
「ふつうの住宅」である。

住宅建築は、その時代を写す鏡〝生き証人〟である。

020021藤井厚二に学ぶ “日本の住宅”という思想


